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Ⅰ　
応
急
復
旧

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
宮
古
市
役
所
は
３
月
議
会
の
最
終
日
で
あ
り
、
学
校
は

卒
業
式
の
予
行
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
た
日
だ
っ
た
。
午
後
２
時
46
分
、
小
刻
み
な

縦
揺
れ
に
始
っ
た
地
震
が
、
下
か
ら
強
く
突
き
上
げ
る
よ
う
な
揺
れ
に
変
り
、
い

つ
も
と
違
う
地
震
だ
と
誰
も
が
感
じ
た
に
違
い
な
い
。
強
い
揺
れ
に
、
書
棚
な
ど

が
倒
れ
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
立
っ
て
い
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
普
段
の

地
震
と
違
っ
て
揺
れ
は
長
く
、
地
震
の
最
中
に
停
電
し
た
。
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
よ
る
津
波
は
、
海
岸
沿
い
の
町
を
飲
み
込
み
、
す
べ
て
を
押
し
流
し
、
そ

の
光
景
を
一
変
さ
せ
た
。
電
気
、
電
話
、
水
道
、
交
通
は
切
断
さ
れ
、
浸
水
区
域

外
の
地
区
で
も
断
水
や
停
電
が
長
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

１　
避
難

　
⑴　
避
難
の
概
要

避
難
指
示
発
令

平
成
23
年
３
月
11
日　
14
時
49
分

避
難
指
示
解
除

平
成
23
年
３
月
13
日　
17
時
58
分（
津
波
注
意
報
解
除
）

避
難
指
示
対
象

５
千
２
７
７
世
帯
（
１
万
２
千
８
４
２
人
）

避
難
者
数

 【
最
大
時
】
85
箇
所
、
８
千
８
８
９
人

避
難
者
対
応

食
事
提
供
、
炊
き
出
し
（
一
部
避
難
所
）、
給
水
提
供
、

毛
布
提
供
、
日
用
品
等
提
供
、
仮
設
ト
イ
レ
設
置
（
一 

部
避
難
所
）、入
浴
支
援（
一
部
避
難
所
）、医
療
提
供（
医

療
チ
ー
ム・宮
古
医
師
会
）、衛
星
携
帯
電
話
等
設
置
（
一

部
避
難
所
）
な
ど

	

（
宮
古
市
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
災
害
対
応
行
動
の
検
証
」
よ
り
）

　
未
曾
有
の
巨
大
津
波
は
、
私
た
ち
の
想
定
を
は
る
か
に
上
回
る
市
街
地
や
高
台

に
ま
で
押
し
寄
せ
、
指
定
避
難
所
以
外
の
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
、
学
校
、
病
院
、
神
社

や
寺
院
な
ど
に
避
難
し
た
者
も
多
か
っ
た
。
発
災
時
は
、
道
路
や
通
信
、
電
気
が

途
絶
え
、災
害
対
策
本
部
で
も
避
難
者
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
災
害
対
策
本
部
の
避
難
者
数
の
発
表
が
、
３
月
14
日
に
最
大
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
市
危
機
管
理
課
提
供
資
料
に
よ
り
、
避
難
の
概
況
を
た
ど
る
。
４
月
か
ら
避
難

者
が
減
り
始
め
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
避
難
者
が
市
営
住
宅
等
の
斡
旋
や
被
災

者
の
内
陸
へ
の
一
時
避
難
（
岩
手
県
が
実
施
）
な
ど
で
減
り
始
め
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
め
４
月
か
ら
避
難
所
を
統
廃
合
し
た
。
５
月
に
は
避
難
者
数
が
２
千
人
を

き
り
、
５
月
下
旬
に
は
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
、
避
難
所
数
も
20
か
所
ほ

ど
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
順
調
に
仮
設
住
宅
の
建
設
が
進
み
、
８
月
10
日
に
全
避

難
所
を
閉
鎖
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
発
災
か
ら
３
月
末
ま
で
の
初
期
を
模

索
期
、
４
月
以
降
を
安
定
期
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

避難所（箇所） 避難者（人）
模
索
期

3/12 56 8,468
3/14 85 8,889
3/21 69 5,812

安　
　
定　
　
期

3/31 58 4,563
4/1 46 4,330

4/11 35 3,013
4/21 28 2,624
5/1 24 1,954

5/11 24 1,788
5/21 21 1,560
6/1 16 1,286

6/11 12 985
6/21 11 420
7/1 11 329

7/11 9 254
7/21 9 204
8/1 5 91

8/10 0 0
物資配送状況からみた避難者数である。
宮古市災害対策本部「避難所への情報提供」、

「避難所連絡票綴」より作成	

表１　避難所・避難者数の推移

避難
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上
下
水
道
部
庁
舎
の
職
員
を
中
心
に
、
可
能
な
限
り
の
炊
き
出
し
や
物
資
の
配
送

を
行
っ
た
。

　
⑶　
安
定
期
の
避
難
所
の
状
況

　
３
月
下
旬
か
ら
４
月
に
な
る
と
、
道
路
、
交
通
機
関
、
水
道
、
電
力
、
通
信
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
回
復
し
、
人
と
物
の
移
動
が
可
能
と
な
っ
た
。
物
資
配
送

基
地
の
運
営
が
安
定
し
、
避
難
所
か
ら
要
求
さ
れ
た
物
資
を
翌
日
に
届
け
ら
れ
る

体
制
が
整
っ
て
き
た
。

　
自
主
防
災
会
な
ど
避
難
所
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
地
域
住
民
も
運
営
に
慣
れ
、

自
治
労
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
も
本
格
化
し
、
地
元
の
役
員
も
漸
く
休
め
る
状
況

に
な
っ
た
。
ま
た
、
長
引
く
避
難
所
生
活
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し
、

段
ボ
ー
ル
紙
の
間
仕
切
り
が
用
意
さ
れ
た
が
、
個
室
化
す
る
よ
う
な
高
い
壁
は
需

用
が
な
か
っ
た
。
女
性
用
の
更
衣
室
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
あ
り
、
逆
に
ま
わ
り
の

様
子
が
わ
か
る
く
ら
い
が
安
心
す
る
と
の
意
見
だ
っ
た
。
日
常
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
心
の
支
え
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑷　
避
難
所
運
営
の
課
題

　
宮
古
市
危
機
管
理
課
で
は
、
今
後
の
避
難
所
運
営
の
課
題
と
し
て
、
次
の
４
つ

を
上
げ
て
い
る
。

①
避
難
所
へ
の
物
資
の
備
蓄

　
指
定
避
難
所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
水
、
毛
布
、
非
常
用
ト
イ
レ
を
備
蓄
、

発
電
機
を
配
備
す
る
。

②
避
難
所
の
通
信
機
能
の
強
化

　
防
災
無
線
携
帯
型
無
線
機
や
特
定
小
電
力
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
通
信
機
器
を

配
備
す
る
。

③
避
難
所
運
営
主
体
の
多
様
化

　
市
職
員
、
学
校
な
ど
の
施
設
管
理
者
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
、
不
測
の
事
態
に

備
え
て
多
方
面
か
ら
避
難
所
運
営
に
関
わ
る
。

　
⑵　
発
災
初
期
の
避
難
所
の
状
況

　
発
災
時
に
避
難
所
で
必
要
と
な
っ
た
も
の
は
、
水
、
食
料
と
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
、

こ
れ
ら
は
近
隣
住
民
が
提
供
し
て
く
れ
た
。
毛
布
、
ト
イ
レ
は
備
蓄
倉
庫
や
自
主

防
災
組
織
の
配
備
品
が
あ
っ
た
が
、
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
発
災
初
期
の
避

難
所
運
営
は
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の
教
員
、
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会

長
や
民
生
委
員
を
中
心
と
し
た
住
民
が
対
応
に
あ
た
っ
た
。
発
災
初
期
に
は
、
日

常
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
で
あ
る
。
市
職
員
の
対
応
が
十
分
で
あ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
市
庁
舎
が
被
災
し
、
発
災
当
日
に
庁
舎
か
ら
外
出
で
き
な
か
っ
た
。

②
公
用
車
70
台
が
被
災
し
、
停
電
、
電
話
の
不
通
に
よ
り
情
報
の
収
集
、
伝
達
が　

　
行
え
ず
、
物
資
の
配
送
や
配
送
量
に
制
約
が
生
じ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
市
内
で
も
内
陸
部
に
あ
た
る
新
里
庁
舎
や
川
井
庁
舎
、
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宮古地区
【
千
徳
】

◎
宮
古
西
中
学
校
、
□
慈
苑
、
□
千
徳
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

□
ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
古
、
□
え
く
ぼ

【
花
輪
】

○
花
輪
農
村
文
化
伝
承
館
、
□
さ
く
ら
つ
つ
み
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

松
山
荘

津軽石地区
【
津
軽
石
】

◎
津
軽
石
小
学
校
、
○
新
町
公
民
館
、
瑞
雲
寺
、
荷
竹
自
治
会
館

◎
津
軽
石
中
学
校
、
○
駒
形
公
民
館
、
藤
畑
公
民
館
、
清
寿
荘

【
赤
前
】

◎
赤
前
小
学
校
、
□
小
堀
内
高
台
、
◎
旧
白
浜
分
校
、
□
堀
内
集
落

重茂地区
【
重
茂
】

○
音
部
笹
見
内
地
区
公
民
館
、
笹
見
内
分
館
、

□
重
茂
北
地
区
公
民
館
、
重
茂
児
童
館
、
重
茂
小
学
校
、

○
重
茂
地
区
総
合
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
（
出
張
所
）、

○
重
茂
小
規
模
多
機
能
セ
ン
タ
ー
、
□
姉
吉
地
区
、
□
石
浜
地
区
、

□
千
鶏
地
区
、
□
川
代
地
区

田老地区
【
田
老
】

◎
樫
内
集
会
所
、
神
田
地
区
集
会
施
設
、
◎
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み

や
こ
、
○
常
運
寺
、
○
田
老
総
合
事
務
所
、
◎
田
老
第
一
小
学
校
、

○
水
沢
集
会
所
、
◎
道
の
駅
た
ろ
う
、
○
宮
古
北
高
校
、
□
ふ
れ
あ 

い
荘
、
三
王
閣
跡
地
、
○
小
田
代
山
荘
、
○
摂
待
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

◎
：
指
定
避
難
所
、
○
：
指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所
、
□
物
資
配
送
場
所

　
（
宮
古
市
災
害
対
策
本
部
「
避
難
所
へ
の
情
報
提
供
」
よ
り
作
成
）

④
避
難
所
運
営
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化

　
避
難
訓
練
時
に
避
難
所
を
開
設
し
、
非
常
用
ト
イ
レ
の
設
置
や
炊
き
出
し
の
実

施
な
ど
、
避
難
所
を
運
営
す
る
訓
練
も
強
化
す
る
。

表
４　
避
難
所
一
覧

宮　　古　　地　　区
【
愛
宕
】

◎
愛
宕
小
学
校
、
梅
翁
寺
、
本
照
寺
、
中
里
団
地
集
会
所

【
市
街
地
】

県
合
同
庁
舎
、
□
常
安
寺
、
宮
古
消
防
署
、
◎
宮
古
小
学
校
、

宮
古
高
校
、
陸
中
ビ
ル
、
□
介
護
施
設
あ
お
空
、
第
一
病
院

【
鍬
ヶ
崎
】

漁
協
ビ
ル
、
□
熊
野
神
社
、
◎
鍬
ヶ
崎
小
学
校
、
◎
第
二
中
学
校
、

○
浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、
□
善
林
寺

【
崎
山
】

県
立
宮
古
高
等
看
護
学
校
、
○
国
民
休
暇
村
み
や
こ
、

◎
崎
山
小
学
校
、
□
わ
か
た
け
学
園
、
□
第
２
わ
か
た
け
、

□
は
ま
ゆ
り
、
□
ウ
イ
リ
ー
、
□
サ
ン
ホ
ー
ム
、
□
ほ
ほ
え
み
の
里
、 

県
立
宮
古
病
院
、
県
立
恵
風
支
援
学
校

【
藤
原
】

□
伊
藤
牧
場
、
◎
藤
原
小
学
校
、
□
藤
原
比
古
神
社

【
磯
鶏
】

海
上
技
術
短
期
大
学
、
◎
河
南
中
学
校
、
磯
鶏
修
道
場
、

宮
古
商
業
高
校
、
◎
磯
鶏
小
学
校
、
□
か
の
ん

【
高
浜
・
金
浜
】

○
金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
□
村
上
商
店

【
小
山
田
】

小
山
田
地
区
セ
ン
タ
ー
、
○
市
民
総
合
体
育
館
、
○
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
山
口
】

◎
山
口
公
民
館
、
山
口
団
地
集
会
所
、
◎
山
口
小
学
校
、

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
わ
か
た
け
、
□
桜
ヶ
丘

避難
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表
５　
主
な
避
難
所
の
開
設
期
間

　
　
　
避
難
所
の
名
称

　
　
　
開
設
期
間

愛
宕
小
学
校

平
成
23
年
３
月
11
日
〜
６
月
11
日

宮
古
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
７
月
25
日

鍬
ヶ
崎
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
８
月
７
日

第
二
中
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
～
８
月
５
日

崎
山
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
６
月
12
日

藤
原
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
７
月
31
日

河
南
中
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
５
月
30
日

磯
鶏
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
５
月
30
日

金
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
〃　
　
　
　
～
７
月
３
日

宮
古
市
民
総
合
体
育
館
シ
ー
ア
リ
ー
ナ
　
　
　
〃　
　
　
　
〜
８
月
10
日

山
口
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
～
８
月
７
日

津
軽
石
小
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
６
月
11
日

津
軽
石
中
学
校

　
　
　
〃　
　
　
　
〜
７
月
10
日

赤
前
小
学
校
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震災と復興の記録




